

























































































































































































職位は長史に相当する」 し、また 『封泥考略』巻四に、 前漢初中期のもの 思われる「豫章司馬」 「琅
玡
司馬」






が涿郡太守となったとき、 （掾である蠡吾の）趙繍は厳延年を「新将」 みなしたとあり、そ 顔師古注に「新たに郡将となったということであり、 「守」を「将」と























































































都尉は軍事を掌って太守の副佐たるものであり、漢官解詁にもいう通り軍 以外の民事にはあずからぬものであった」とし、また「漢書を通観すると、太守の都尉兼任は一例も見いだされず、これに反し都尉の太守兼任が二例―漢書六四上吾丘寿王伝と同書八四の翟義伝―見出される。 （中略）都尉が太守の専権を抑制するこ の裏書となるであろう」とする。
　　
　
また、 『後漢書』 巻八一・独行列伝 （彭脩伝） 注に引く 『漢
































































































掖庫宰崇、以近秩次行大尹文書事、長史丞、 部大尉官縣、承書從事 下當用者 り［甘肅省文物考古研究所
　









































































































































































































































































































李仲曽造橋碑」 （延熹七年）では、 （百官志五の注所引の）応劭『漢官』の「大県に丞（一人）と左右尉があ のは、いわゆる命卿三人である。小県に丞一人・尉一人あるのは、命卿二人である」という記述を引く。漢の石刻でる「武開明碑」 （建和二年か） は 武開明 ） 「呉郡府丞」
で終わったとあり、 「執金吾丞武栄碑」 （建寧元年か）には（開明を） 「呉郡府卿」と称している。 「広漢太守沈子琚緜竹江堰碑」 （熹平五年） には 「県丞犍為 （属国） の王卿」と称している。 『隷続』巻一一 南安長王君平郷道碑」 （永元八年）には「丞、汁
邡
の王卿。尉、緜竹の楊卿」と称








































































































































































･ 騎士となる。 …… 〔材官・騎士は〕
































































































































































が意を以て加えたものである。 「皇太后」のことをいわないのは、皇后と公主をいえば、それで皇太后 はいわずとも分かるからである。 『前漢紀』巻五および『通典』巻三三・職官一五は、いずれも「皇后
･ 公主が領地









に、 趙国から長沙国まで全部で二〇国が記載されている。ただ所謂「邑」については 地理志ではそ 名称 記されているが、どれが后（皇太后
･ 皇后） ・公主の領有する





















計すれば、 百官表の 「千五百八十七」 という数と符合する。しかし （地理志に記載された） 郡国管下の県 （邑
･ 道
･ 侯国）



















































































































































　「治書」 「尚符璽」については、 『漢旧儀』 （ 『通典』













亀鈕で、印文には「章」という。以下、官秩二百石までは、いずれも通官印とする ある 考えるに、以上の官印は、 いずれも正方形であることから 通 印」と呼び、 百石以下は、 半分の大きさの官印であるので「半通印」という である。 『後漢書』巻四九・仲長統伝注に引く『十三州志』に「有秩・嗇夫には、半章印を仮すことができる あり 『法言』孝至篇 本人 人徳によらないならば、五両 綬や半通の印（を身 着け有秩・嗇夫のような下僚になること）でさえ、 不相応である」とあり、仲長統も「その身 半通の や青色綬の命を受ける も無 」といっている。つまり 秩
一九
































体において削減されたことはない。思うに当時の気風がまだ質朴であったため、統治を全うすることができたのであろう。後世の吏員には もとよりその中には人材など無いのであり、いわゆる現在の里長・保正・総甲・牌頭な の職は、多く置かれるべきではないのである（以上、 『十七史商榷』巻一四・郡国官簡） 。
　　　































































































































































































































































































































































　「居延漢簡考証」 、 『居延漢簡考釈之部』 、中
央研究院歴史語言研究所。

（完）
